























































































































































































	表紙
	中表紙
	地図
	目次
	略語
	要約
	1章　序論
	1-1 概要
	1-2 調査の経緯
	1-3 スコープ・オブ・ワークの概略
	1-4 実施調査団の作業概要
	1-5 作業監理委員会及びカウンターパート

	2章　背景
	2-1 自然環境
	2-2 経済・社会事情
	2-3 開発計画
	2-4 農業生産現況
	2-5 食糧事情
	2-6 土地所有制度
	2-7 稲作概況
	2-7-1 栽培面積
	2-7-2 栽培品種
	2-7-3 栽培暦及び作付体系
	2-7-4 栽培方法
	2-7-5 米穀収穫量
	2-7-6 稲作生産費
	2-7-7 米の国内消費と輸出


	3章　米穀収穫後処理法の実態
	3-1 農家における処理法
	3-1-1 刈取り
	3-1-2 圃場内乾燥・運搬・ニホ積み
	3-1-3 脱穀
	3-1-4 乾燥・精選
	3-1-5 籾の運送・販売
	3-1-6 農家貯蔵
	3-1-7 労働効率及び労賃
	3-1-8 藁の利用
	3-1-9 収穫作業機械化の現状

	3-2 精米加工業
	3-2-1 精米所の種別と機能
	3-2-2 精米所の数と処理能力
	3-2-3 精米業・米穀商の民間団体
	3-2-4 精米所運営に関する所轄官庁関連機関とその内容
	3-2-5 精米所の運営
	3-2-6 原料籾の品質調達と保管
	3-2-7 精米加工コスト
	3-2-8 労働者と職場環境
	3-2-9 精米歩留、砕米の発生
	3-2-10 精米の販売
	3-2-11 副産物
	3-2-12 精米所の施設
	3-2-13 精米加工機械関係メーカー

	3-3 米穀流通経路
	3-3-1 米の生産量
	3-3-2 米の国内消費量



